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【はじめに】 

この報告書は、地方教育行政法の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律

第１６２号）第２６条に基づき、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検、

評価の結果を報告するため、平成２８年度の主要な施策の成果を説明する書類

として市議会に提出した「行政報告書」並びに、当該年度における「施策評価」

のうち、教育委員会所管の事務事業等を抜粋して調製したものです。 

 

平成２９年１０月 

 

 岡谷市教育委員会 
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【参 考】 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公

表しなければならない。 

 

○地方自治法 

（決算）  

第二百三十三条 

５ 普通地方公共団体の長は、第三項の規定により決算を議会の認定に付するに当たっ

ては、当該決算に係る会計年度における主要な施策の成果を説明する書類その他政令で

定める書類を併せて提出しなければならない。 



2 

 

第１【教育総務課】 

１ 概説 

教育総務課では、岡谷市教育大綱の教育理念の下、学校における子どもたちの基礎的学力

を保障し、個性の伸長や社会性の育成を始めとした調和ある心身の成長発達支援のほか、魅

力と活力ある学校づくり、文化や伝統を尊重した教育の推進に向けて、学校・家庭・地域・

関係機関・諸団体との連携を深めながら各種事業を推進した。 

活力ある学校づくり推進事業では、学校統合により岡谷田中小学校と神明小学校が新た

にスタートしたことを記念し、４月２日にカノラホールにおいて、統合３校の児童、保護者、

地域住民、学校関係者が出席する「岡谷市３小学校統合記念式典」を開催した。また、学校

統合を契機とした魅力と活力ある学校づくりを推進するため、文部科学省委託事業「少子

化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業」を実施した。 

小中学校施設耐震改修事業では、岡谷西部中学校管理教室棟等の２ヵ年にわたる耐震改

修工事が完了した。学校統合に伴う通学区域の見直しにより生徒数が増加する岡谷南部中

学校の教室等の改修工事や閉校となった旧岡谷小学校周辺の安全対策を講じるための校舎

等建物の解体、さらには、川岸小学校ガス管入替工事、岡谷東部中学校防火戸改修工事を実

施した。 

子ども総合相談センターでは、様々な悩みを抱える児童生徒に対してチーム支援を推進

し相談体制の充実を図ったほか、フレンドリー教室及び各中学校の中間教室を活用し、不登

校傾向にある子どもたちの適応指導や学習支援に努めた。また、障がいのある子ども一人ひ

とりに応じた特別支援教育の充実に向け、幼稚園・保育園・小中学校等と連携を図り、就学

前から卒業後までの切れ目ない支援に繋がるよう努めた。 

前教育委員の小野繁男委員の任期満了に伴い、１０月１日付で藤森一俊委員が就任した。 

 

２ 実績総括 

主要な事務事業 内          容 

教育委員会運営 

事務 

１ 教育委員会会議 

・定例教育委員会 １２回開催 ・臨時教育委員会  ２回開催 

・教育委員協議会  ２回開催 

２ 総合教育会議 

予算や岡谷市教育大綱に基づく岡谷市教育委員会基本方針、岡谷小学

校と統合して新たなスタートを切った岡谷田中小学校と神明小学校の様

子など、教育行政に関する重要な事項について協議を行った。 

・開催期日：平成２８年５月３０日 

・構成員：市長、教育委員会計７名 

地域に開かれた 

学校づくり事業 

１ 学校評議員 

１１小中学校 ６５名 委嘱 
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主要な事務事業 内          容 

学校統合支援事業 １ 通学バス運行 

岡谷小学校の統合によって遠距離通学となる児童の利便性及び登下

校の安全を確保するために岡谷田中小学校及び神明小学校の１、２年

生を対象に通学バスを運行した。 

(5,714,507 円) 

２ 臨時講師配置 

学校統合に伴い、児童数の増加によりクラスの激変緩和を図るため

に、統合校へ講師を各１名配置した。 

   (2,765,338 円) 

活力ある学校 

づくり推進事業 

１ 岡谷市３小学校統合記念式典 

 ・４月２日 カノラホール大ホール 

 ・主 催 岡谷市・岡谷市教育委員会 

 ・出席者 統合３校の児童、保護者、地域住民、学校関係者等   

      約１，３００名 

 

２ 文部科学省委託事業「少子化・人口減少社会に対応した活力ある学

校教育推進事業」 

岡谷市活力ある学校づくり推進会議を設置し、文部科学省のモデル

事業として研究を進めている岡谷版コミュニティスクール、岡谷スタ

ンダードカリキュラム、ものづくり体験学習等を実践しながら、学校

統合を契機とした魅力と活力ある学校づくりを推進した。 

(1,580,085 円) 

３ 魅力ある学校づくり交付金 

小中学校が特色を活かして取り組む総合的な学習の時間の事業計画

に対して、学級数に応じて交付金を交付した。 

(2,856,466 円) 

児童生徒の安全 

対策事業 

１ 学校安全教育推進事業 

「子どもの安全を守る」ための学校、地域ぐるみ、さらに全市的な推

進体制の確立を図った。 

 ・学校推進体制の充実 

災害、不審者等への対応として、各校で危機管理マニュアルを整備・

見直したほか、安全確保のための施設・設備の整備・点検を実施し、

児童生徒による避難訓練等を実施した。 
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主要な事務事業 内          容 

児童生徒の安全 

対策事業 

・地域連携の推進 

通学路の危険箇所を点検し「地域安全指導マップ」を作成するとと

もに、「安心の家」との連携や地域ボランティア組織による登下校時の

指導、パトロール活動等の取り組みを進めた。 

・通学路の交通安全対策 

 「岡谷市通学路交通安全プログラム」に基づき、平成２７年度に実施

した第２次通学路合同点検により、ハードの安全 

対策が必要と判断した市道通学路３８箇所のうち、１２箇所の安全

対策を実施した。 

 

２ ふれあいたいむ推進事業 

子どもたちの登下校時の安全を確保するため、その時間帯に市民が

散歩やジョギング、清掃などの屋外活動を行いながら子どもたちを見

守る取り組みを推進した。 

 ・推進旬間  ５月１８日（水）～ ５月２７日（金） 

       １０月１９日（水）～１０月２８日（金） 

教育相談等体制 

整備事業 

 

１ 子ども総合相談センターの運営 

・子育て・子育ちに関する総合的な相談・支援を行った。 

・センター長、子ども教育支援相談員等、計９名体制 

・相談実件数５２６件 延べ回数１，５５２回 

           うち、ケース会議１９９回 

 

２ フレンドリー教室・中学校中間教室の運営 

 ・実通室数 フレンドリー教室７名、校内中間教室１２名 

 ・不登校生親の会支援（１０回） 

 

３ カウンセリング等の充実 

 ・県費のスクールカウンセラー３名に市費で兼務を委嘱し、追加配置

した。（呼称：専門カウンセラー） 

・教育相談室で専門カウンセラー１名による教育相談を、月２回実施

した。（相談延べ件数９９件） 

 ・心の教室相談員を４中学校に各１名配置し、生徒の悩みの相談等の

支援を行った。 

 ・県費のスクールソーシャルワーカー１名に市費で兼務を委嘱し、継

続的な不登校ケースや、学校だけでは対応困難な事例への支援対応

を図った。 
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主要な事務事業 内          容 

就学教育相談、 

特別支援教育 

１ 特別支援教育推進事業 

・インクルーシブ教育システム構築モデル事業での成果を生かし、岡

谷市立小・中学校における特別支援教育モデル運営協議会を開催し、

事業の推進や成果、課題の検証を行った（全体会の開催 計４回）。 

・専門カウンセラーによる専門性の高い発達検査の実施と、保護者や

関係者への説明及び助言を行った。 

 

２ 就学支援委員会 

・特別な支援を必要とする園児、児童生徒の適正な就学を進めるため、

岡谷市就学支援委員会を開催した。 

年７回開催 判断延べ件数４４件 

 ・通級による指導が必要な児童生徒について、小委員会により丁寧に

審議した。年２回 判断延べ件数１４件 

 

３ 特別支援教育コーディネーター連絡会 計６回開催 

 

子ども教育支援 

チーム会議 

 地域の関係団体、保護者代表、専門知識を有する者等が参画し、行政

担当者や、校長会等の連携のもと、「長期欠席」「いじめ・人権」の２部

会に分かれて協議を行った（全体会の開催 計５回）。 

 

生徒指導推進委員

会及び子どもの 

自立支援委員会 

活動 

小・中・高等学校、地域、家庭で密接な連携を図り、問題行動等に対

する指導の充実、徹底を図り、健全な児童生徒の育成に努めた。また、

すべての小・中学校でソーシャルスキルトレーニング(ＳＳＴ)に取り組

み、人間関係力や自己肯定感の高揚に努めた。 

 

・生徒指導の推進と学校間の情報交換 ・ＳＳＴの実施 

・長期休業中の生徒指導 ・あいさつ運動の推進 

・Ｑ－Ｕの実施 ・長期欠席児童生徒への対策 

 

生徒指導推進委員会１０回、子どもの自立支援委員会６回 

 

いじめ防止対策 いじめ防止対策推進委員会を中心に、「岡谷市いじめ防止等のための基

本方針」の小学生高学年向け概要版の作成を進めるとともに、いじめの

防止等の対策の向上に努めた。 

小中学生による「いじめ根絶子ども会議」の取組を推進し、 

１２月１７日には、まとめの会を開催した。参加児童生徒数６８名 
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主要な事務事業 内          容 

教職員研修・学校 

支援指導 

教職員の資質向上を図るため、校長会との共催により、各種研修会等

を実施したほか、学校訪問等により学校経営に対する助言、指導等を行

った。 

・４月１２日 新任校長・教頭研修会        １５名 

・５月１７日 新任学校教職員研修会        ５３名 

・５月２４日     〃     （新規採用）  １５名 

・６月１４日 中堅教員研修会           ３０名 

・７月２９日 教職員研修会           ２４０名 

・２月１８･１９日 授業力アップ研修(福井市福井大学)２０名 

学校図書館活用 

推進事業 

 学校及び家庭における児童生徒の読書活動の充実を図り、「豊かな心」

と「自ら学ぶ力」の育成を図るため、読書・学習・情報センターとして

機能する学校図書館づくりを市立岡谷図書館と連携をとりながら推進し

た。 

１ 図書館指導員の配置 

全１１校に図書館指導員を配置し、司書教諭等をサポートするとと

もに、図書館の環境整備を行った。 

２ 学校図書館教育推進委員会 

各校の図書館や読書活動等に関する情報交換・研究を行い、読書指

導等の充実を図った。委員会 ７回開催 

平和体験研修事業  平和や人権について考え、体験する機会として、４中学校２年生代表

を広島市へ派遣した。 

平和記念式典や被爆体験講話研修、灯ろう流しに参加するなど、平和

への思いを深めた。 

・８月５日～８月７日 生徒２０名 教職員等８名 

(1,026,800円) 

教員住宅管理事務 １ 教員住宅整備 

 ・平成８、９年度に整備した間下教員住宅の公立学校共済組合に対す

る債務負担行為による建設費支払い （40,562,484円） 

 ・平成８年度建設の間下教員住宅が平成２９年３月１０日を以って建

設費の支払いが終了し、公立学校共済組合から岡谷市に所有権が移

転された。 

２ 施設管理及び維持補修 

 ・市営教員住宅及び間下教員住宅の維持管理を行った。 

（市営教員住宅：年度当初38戸、年度途中3戸処分、年度末35戸 

 間下教員住宅：38戸） 

・教員住宅修繕  １３件               (449,364円) 



7 

 

主要な事務事業 内          容 

教員住宅管理事務 ３ 教員住宅管理運営計画による財産処分  

   一般公募等により教員住宅１箇所３戸の売却処分を行った。 

上の原小東教員住宅 ３戸 敷地407.99㎡ 売却額：6,500,000円 

４ 災害復旧事業 

  ８月３日に発生した豪雨災害により間下教員住宅南西法面が崩落し

たため、復旧工事に伴い物置の解体及び改修工事を行った。 

  ・間下教員住宅物置解体工事        3,456,000円 

  ・間下教員住宅物置改修工事        2,376,000円 

保健体育科指導 

事業 

地域に根ざした郷土の生活文化であり、伝統あるスポーツ文化のスケ

ートを授業や部活動に取り入れ、児童生徒の健康増進、体力の向上に努

めた。屋内屋外両リンクを利用し、小学校では体育教科の授業として、

中学校ではスケート部活動の中でインストラクターによる指導を行っ

た。 

区 分 屋内リンク 屋外リンク 計 

 名 名 名 

小学校 2,483 4,311 6,794 

中学校  0 137 137 

計 2,483 4,448 6,931 

(7,522,900円) 

英語教科補助指導

事業 

中学校における英語教科指導、また小学校における外国語活動及び国

際理解教育を補助するため、４名のＡＬＴ（外国語指導助手）を配置し

た。                       (18,846,525円) 

情報教育推進事業 １ 教育用情報機器等の整備 

市内小中学校に情報教育用機器（校内ＬＡＮ等含む）を配備し、情

報教育指導員１名により市内小中学校の情報機器メンテナンス、機器

操作サポート、教職員向け講習会、授業サポート等を行い、情報教育

を推進した。 

２ 学校インターネット事業 

諏訪６市町村の教育委員会で構成する諏訪地域教育用ネットワーク

の運用により、諏訪６市町村の全小中学校におけるインターネット利

用及び情報セキュリティを提供した。 

３ 情報教育委員会（年５回） 

児童生徒及び教職員の情報活用能力を高めるための研修等を実施し

た。 

また、情報モラル教育についての実践発表やセキュリティ･モラル対

策についての講習会を実施する等、情報モラル教育の充実を図った。 
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主要な事務事業 内          容 

小中学校施設耐震

改修事業 

 安心・安全な学習環境を確保するため、耐震診断に基づき改築が必要

となった岡谷西部中学校管理教室棟等の２ヵ年にわたる耐震改修工事を

実施した。 

○岡谷西部中学校管理教室棟改築工事監理業務（２８年度分） 

10,420,000円 

○岡谷西部中学校管理教室棟改築工事（２８年度分） 

建築工事                417,600,000円 

電気設備工事               89,480,000円 

機械設備工事              48,080,000円 

○岡谷西部中学校第二体育館及びプール改築工事監理業務 

（２８年度分）                 7,560,000円 

○岡谷西部中学校第二体育館及びプール改築工事（２８年度分） 

建築工事                316,460,000円 

電気設備工事               23,112,000円 

機械設備工事              21,060,000円 

 

小学校校舎等解体

事業 

 閉校後の岡谷小学校周辺敷地の安全対策に向けた２ヵ年にわたる建物

の解体工事に着手した。 

○岡谷小学校工事用道路設置工事         4,060,800円 

○岡谷小学校解体工事（２８年度分）      49,295,520円 

 

小中学校施設整備 ○主な修繕工事等（５０万円以上） 

【小学校】 

・川岸小学校ガス管入替工事           1,339,200円 

・川岸小学校駐車場等改修工事          3,564,000円 

 

【中学校】 

・岡谷南部中学校教室等改修工事実施設計業務   1,544,400円 

・岡谷南部中学校改修工事           19,980,000円 

・岡谷西部中学校グラウンド整備工事       5,940,000円 

・岡谷東部中学校防火戸改修工事                2,418,120円 
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主要な事務事業 内          容 

小中学校備品整備 ○主な購入備品（単価１０万円以上）            

【小学校】 

・上の原小グロッケン（鉄琴）        １台 118,800円 

・長地小フードカッター                 １台 136,080円 

【中学校】 

・岡谷西部中ビブラフォン（鉄琴）       １台  149,040円 

・岡谷西部中書架                       １台 194,400円 

・岡谷西部中グランドローラー              １台 488,360円 

・岡谷西部中両袖机                        １台 119,880円 

・岡谷北部中水平すだれ式波動実験器        １台 190,080円 

・岡谷南部中ウレタンマット                １枚 100,000円 

・岡谷南部中誘導コイル                    １台 183,600円 

・岡谷南部中電気の性質実験セット          １台 100,764円 

・岡谷南部中野菜調理器                    １台 148,500円 

要保護及び準要 

保護児童生徒就学

援助費、特別支援 

学級就学奨励費 

支給事業 

要保護及び準要保護児童生徒の保護者に対し必要な就学援助を行い、

義務教育の円滑な実施を図った。 

また、特別支援学級に就学する児童生徒等の保護者に対し、特別支援

学級への就学等に要する経費に対する奨励費を支給し経済的負担の軽減

を図った。 

【就学援助費】 

小学校：21,667,469円 中学校：19,684,388円 

【特別支援学級就学奨励費】 

   小学校： 2,564,012円 中学校： 1,199,006円 

岡谷市育英基金奨

学金事業 

 高校、大学等への進学者に対し、選考委員会による選考の上、岡谷市

育英基金による奨学金貸付者を決定し、対象者への貸付及び償還事務等

を行った。 

 ・本年度貸付者 ５９名 

・うち新規貸付 １４名 

（大学    ７名） 

（短大    ３名） 

（専門学校  ３名） 

（医師養成課程１名） 

・当年度貸付額  45,204,000円 

・償還免除額    3,086,730円 
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第２【生涯学習課】 

１ 概説 

生涯学習課では、第５次岡谷市生涯学習推進計画に基づき生涯学習の充実を図るため、社

会教育、文化財保護、学童クラブ、青少年健全育成等の諸事業を推進した。 

美術考古館、図書館、生涯学習活動センター（生涯学習館）、塩嶺野外活動センター、公

民館各施設の管理運営等の業務を執行した。 

 

２ 実績総括 

主要な事務事業 内          容 

社会教育振興事業 １ 社会教育委員の会議 

 社会教育関連事業について、視察や研修などの研究活動をする中 

で協議・検討・意見集約を行い、教育委員会へ助言・提言を行った。 

また学童クラブ室活用モデル事業により岡谷田中小学校学童クラブ 

室にて会議を実施した。 

 （１）教育委員会からの諮問   無 

 （２）教育委員会へ提案書の提出「岡谷美術考古館～文化生活の 

学びと向上に寄与する拠点を目指して～」 

 （３）会議等 

    ・全体会議        ４回 

    ・関連施設視察（諏訪市美術館、山下清放浪美術館） 

    ・教育委員との懇談会   １回 

 （４）研究活動 

・長野県社会教育研究大会、南信地区社会教育委員研修会、諏訪地

域社会教育委員研修会等への参加 

・社会教育委員同士による勉強会 １回 

 （５）社会教育委員連絡協議会負担金 

（委員割・人口割・県負担金）６４，６９１円 

 

２ 郷土学習館活動支援 

郷土の先人に学び、地域から生涯学習活動を発信している特定非 

営利活動法人郷土学習館運営委員会の活動について助成・支援を行 

った。 

・郷土学習館活動支援事業補助金  １，５００，０００円 

 

(1,775,149円) 
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主要な事務事業 内          容 

成人式開催事業 

 

岡谷市で心身を育んだ男女青年が、人生の節目として成人を迎えたこと

を祝うため、１月の第２日曜日に開催した。 

 ・日 時 １月８日（日） 午後２時 

 ・会 場 岡谷市文化会館（カノラホール） 

 ・該当者 【平成８年４月２日から平成９年４月１日までの出生者 

で、市内に在住する者及び市内に親等が在住する者】 

区 分 男 女 計 

対象人数 304人 252人 556人 

参加人数 226人 177人 403人 

参加率 74.3％ 70.2％ 72.5% 

 

(414,569円) 

生涯学習推進事業 １ 「成長樹（期）子育て実践ポイント」活用事業 

 おかや子育て憲章具現化の取り組みとして、子育てのポイントを年齢

期毎にまとめたパンフレット「成長樹（期）子育て実践ポイント」を、母

子手帳交付時、子ども課実施の「こんにちは赤ちゃん事業」の訪問時等を

中心に配布した。  

２ 市民とあゆむまちづくり講座開催事業（岡谷市職員出前講座） 

市民の生涯学習活動をより一層推進するため、職員が地域へ講師とし

て出向き、市政についての講座を開催した。 

 ・メニュー      ７部門       ８８講座 

 ・実施件数      ９３件   延べ３，７２７人 

３ 学びのおかやサポート事業 

  地域の教育力を学校教育、社会教育、社会体育の場で活用するため、ボ

ランティア保険への加入について公費で負担することで、広くボランテ

ィアの参画を進めた。 

 ・加入者数                 ９８人 

４ 地域子ども施策安全保険料負担金  

  地域における子ども施策事業の安全を担保するために、保険料を全額

公費負担した。「放課後子どもの居場所づくり事業」へも繋げ、地域住民

が安心して活動できる環境づくりに寄与した。 

 ・加入者数              ４，９８８人 

                         （881,879円） 
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主要な事務事業 内          容 

人権教育推進事業 平成８年３月「人権尊重都市宣言」を掲げ、市民一人ひとりがさら 

なる人権意識の高揚と、かけがいのない存在として尊重される差別のない

社会づくりのため、岡谷市人権教育推進委員会における基本方針により人

権教育を推進した。 

 講座実施内容 

・家庭教育学級 ５回（夏明保育園・東堀保育園・長地保育園・ 

小井川小学校・岡谷田中小学校） 

 

  ・一般講座   輝く子育て支援学級 ２回（湊公民館・カルチャー

センター） 

いちい学級 ３回（長地公民館・川岸公民館・ 

カルチャーセンター） 

地域住民及び学童クラブ指導員対象 １回（カルチ

ャーセンター） 

子育てサポーター対象 １回（カルチャーセンター） 

（100,801円) 

放課後子どもの 

居場所づくり事業 

市内７小学校全ての児童を対象とし、放課後の時間を使って地域の方々

が児童に寄り添いながら、学習・スポーツ・文化活動等の機会を提供し、子

どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育くまれる環境づくりを推進

した。       

小学校名 名称 登録児童数 実施回数 

川岸小学校 とちっ子ひろば 66 21 

湊小学校 あそぼう日 
124 

(全児童登録) 
18 

岡谷田中小学校 あやめ基地 204 13 

長地小学校 おさっちあ 171 12 

 上の原小学校 うえのはらっぱ 101 17 

小井川小学校 おいかわっこ 83 11 

神明小学校 
神明っ子・ 

はばたき・ラボ 
167 16 

(4,220,162円) 
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主要な事務事業 内          容 

学童クラブ管理 

運営事業 

児童福祉法第６条の２第２項の規定による「放課後児童健全育成事業」と

して、保護者が就労等により昼間家庭にいない児童及び生徒に対し、適切な

遊び及び生活の場を与え、その健全な育成を図ることを目的とし運営した。

平成２７年度より対象学年を高学年へ拡大した。 

 

１ 市内７小学校で１２学童クラブを運営した。開設日は学校登校日及び

学校休業日とし、土曜日は岡谷田中小学校とひかりクラブで開設した。 

・３月末現在の登録人数（登校日、休業日登録者実人数） 

学年 人数 うち「ひかりクラブ」 

１年 179 人  0 人 

２年 201 人  2 人 

３年 134 人  0 人 

４年 121 人  0 人 

５年 69 人  1 人 

６年以上 23 人  6 人 

 計 727 人   9 人 

 

２ 学童クラブボランティア参画事業 

（１） 高校生ボランティアの参画 

・人  数  １１人 

・期  間  平成２８年４月～平成２９年３月 

・内  容   岡谷東高校ボランティアサークルによる岡谷 

田中小学校学童クラブへの参画 

 

（２） 読み聞かせボランティア 

①夏休み ・期  間 ７月２８日～８月１７日 

・実施回数 ９７回 

・参加人数 延べ１０５人 

・内  容 読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター等 

 

②春休み ・期  間 ３月１７日～３１日 

・実施回数 ６９回 

・参加人数 延べ８０人 

・内  容 読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター等 
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主要な事務事業 内          容 

学童クラブ管理 

運営事業 
３ 中学生「学童ＷＯＲＫＷＯＲＫ

わ く わ く

体験事業」 

・申込人数 １１人 

・期  間 ７月２８日～８月１７日 

・参加人数 延べ３０人 

・参加時間 １２６．５時間 

・内    容 中学生による、学童クラブの職場体験 

(52,130,222 円) 

指定文化財管理 

事業 

 

１ 市管理の指定史跡梨久保遺跡、姥ヶ懐古墳、唐櫃石古墳、スクモ塚 

古墳、広畑遺跡の草刈、アメシロ駆除等の管理を行った。 

 

２ 市指定文化財保護事業への補助金を交付した。 

 ・小坂観音院寺叢のさわらの木の枯れ枝取り工事 

(139,343円) 

旧林家住宅管理 

事業 

１ 施設の維持管理、公開を行った。 

 

２ 施設を活用した行事を開催した。 

・４月２９日 シルクフェアで建物の無料公開と岡谷市茶道協会に 

よる呈茶。特別企画として花岡哲象絹絵作品の展示。 

・６月１９日 岡谷市茶道協会との共催による茶会。 

・１１月３日 文化の日に無料公開。 

・２月２８日～雛人形の展示。 

(4,103,886円) 

旧渡辺家住宅管理

事業 

１ 施設の維持管理、公開を行った。 

 

２ 施設を活用した行事を開催した。 

・１１月３日 文化の日に無料公開。 

(626,106円) 

旧山一林組事務所

管理事業 

１ 施設の維持管理を行った。 

 

２ 建物１・２階を岡谷絹工房として施設の活用を図った。 

        (2,134,031円) 

有形文化財保護・

保全事業 

１ ５月２６日 岡谷市文化財保護審議会を開催した。 

 

２ 生涯学習課分室・公用車両の管理を行った。 

(5,846,102円) 
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主要な事務事業 内          容 

遺跡発掘調査事業 １ 個人住宅等小規模開発・公共事業に伴う試掘調査及び広畑遺跡の詳細

分布調査を実施した。 

 ・調査件数 １０件 １６０㎡ 

２ 川岸公民館事業「夏休み子どもチャレンジ教室」のメニューの中 

に考古学の体験学習を取り入れ実施した。 

・８月２日 岡谷美術考古館で展示見学と勾玉づくりを行った。 

参加者２５人 

・８月７日 広畑遺跡での発掘調査体験、火起こし体験等を行った。 

参加者２６人 

                           (3,006,650円) 

美術考古館管理 

事業 

１ 美術考古館の管理・運営を行った。 

２ 美術考古館の「絵はがき」、「一筆箋」、「クリアファイル」などの 

資料販売を行い、「黒曜石の砂時計」、「ストラップ」などの委託販売 

も行なった。 

３「おかやまち歩き古本市」や「おかや軽トラ市」など周辺商店街等 

と連携したイベントに参画した。 

４ 岡谷美術考古館だより Vol.６を発行し開館３周年の事業や展示、 

学習事業などの情報発信を行った。 

５ 美術展共催 

市民の芸術文化振興のため、美術展の共催を行った。 

（１）第６８回長野県美術展の共催 

 ・期間 ６月２６日～７月３日 

 ・場所 松本市美術館 

・長野県美術展負担金   ９５，０００円 

（２）第６９回諏訪美術展の共催 

   ・期間 ９月１８日～２５日 

・場所 下諏訪総合文化センター    

・諏訪美術展負担金    ３４，０００円 

（３）第５０周年記念岡谷展の共催 

 ・期間 １１月１０日～１３日 

    ・場所 カルチャーセンター 

・岡谷展負担金      ５０，０００円 

６ 美術考古館の市民ギャラリーや交流ひろばなどの施設の貸出を行 

った。 
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主要な事務事業 内          容 

美術考古館管理 

事業 

７ 増沢荘一郎、山田郁夫、今井章雄、小口隺甫（賢一）、佐原永泉 

（久吉）、宮坂覚郎、篠原昭登、小口作太郎作品の10点の寄贈を受 

けた。 

８ １１月３日 文化の日に無料公開 

９ 美術考古館の収蔵作品・資料の適切な管理を行った。                      

 (10,230,128円) 

美術考古館学習 

事業 

美術考古館の来館者等を対象としたワークショップなどのイベント 

を開催した。 

 

イベント名 開催日 参加人数 

勾玉づくり 4 月 16 日 21人 

アイロンビーズでキーホルダーとマグネッ

トを作ろう（午前２回） 
5 月 21 日 34人 

ガラスの花瓶にイラストや模様を描いてみ

よう 
5 月 26 日 10人 

布にクレヨンでスペシャルプレゼントをつ

くろう（午前２回） 
6 月 11 日 19人 

太鼓を作ろう 6 月 14 日 10人 

七夕モビール＆飾りを作ろう 6 月 18 日 18人 

考古・美術ギャラリートーク（長地編） 6 月 21 日 17人 

考古・美術ギャラリートーク（川岸編） 6 月 28 日 18人 

彫刻クリーニング（旧庁舎、蚕糸公園） 7 月 2日 16人 

考古・美術ギャラリートーク（湊編） 7 月 5日 18人 

空気砲＆紙万華鏡を作ろう 7 月 16 日 29人 

陶器の風鈴に好きな絵や模様を描こう 7 月 21 日 4人 

きつね祭り オリジナルブレスレットを

作ろう 
7 月 30 日 56人 

軽トラ市 火おこし体験 8 月 7日 28人 

軽トラ市 空気砲を作ろう 8 月 7日 23人 
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主要な事務事業 内          容 

美術考古館学習 

事業 

   

オリジナルうちわを作ろう 8 月 14 日 23人 

ハロウィンかぼちゃの起き上りこぼしを作

ろう 
9 月 1日 10人 

おじいちゃん・おばあちゃんに手作りフレー

ムをプレゼントしよう 
9 月 10 日 16人 

新聞紙でかぼちゃをつくっちゃおう 10 月 1 日 10人 

美術考古館の TRICK OR TREAT 10 月 30 日 28人 

タイルアートに挑戦しよう 11 月 19 日 18人 

楽しの森 ブレスレットをつくろう 11 月 27 日 17人 

ランプシェードをつくろう 12 月 6 日 15人 

クリスマス飾りをつくろう 12 月 10 日 20人 

川岸小とちっ子ひろば「高学年クラフト教

室」 
12 月 12 日 15人 

ランプシェードをつくろう 12 月 17 日 37人 

こまとけん玉をつくろう 1 月 14 日 17人 

オリジナルせっけんをつくろう 1 月 19 日 8人 

ねんどで手形をつくろう 1 月 26 日 16人 

起き上りだるまをつくろう 2 月 9日 4人 

繭から花束をつくろう 2 月 12 日 19人 

だるまをつくろう（上の原小） 2 月 17 日 5人 

素敵なフォトフレームをつくろう 2 月 24 日 6人 

素敵なフォトフレームをつくろう 2 月 25 日 18人 

ワークショップ祭り 3 月 18 日 50人 

ワークショップ祭り 3 月 19 日 80人 

 (228,911円) 



18 

 

主要な事務事業 内          容 

美術考古館展示 

事業 

１ 収蔵作品展の開催 

・「増沢荘一郎が遺した昭和の情景」   ３月１０日～５月８日 

 ・「早出守雄展」           ５月１２日～７月１１日 

  ・「郷土美術の先駆者展」     １１月１０日～１２月２６日 

 ・「新寄贈作品展」           １月６日～１月３１日 

 ・「静物画展」             ３月３１日～５月７日 

 

２ 交流ひろば展示 

 ・「岡谷市内中学校・諏訪・大学の文化祭ポスター原画展」               

１２月１７日～１月９日 

３ 考古常設展示 

・市内遺跡から出土の縄文～平安時代までの土器石器類の展示 

 

４ 考古企画展示 

 ・「花上寺遺跡土器・清水田遺跡黒曜石原石展示」 

平成２７年６月１日～平成２８年１２月５日 

 ・「古代（古墳時代～平安時代）の花上寺遺跡」 

         平成２８年１２月６日～平成２９年９月１５日 

                        (116,648円) 

美術考古館企画展

等開催事業 

市制施行８０周年・開館３周年を記念して特別企画展を開催した。 

 

１ 「姉妹都市アーティスト展 伊東美和（岡谷）・内尾和正（玉野）」  

７月１６日～９月１１日 

 

関連イベントの開催 

イベント名 開催日 参加人数 

チョークアートに挑戦してみよう（伊東

美和） 
7月30日 19人 

チョークアートに挑戦してみよう（伊東

美和） 
8月11日 20人 

「夢のいきもの大募集」表彰式 

（内尾和正） 
8月28日 94人 

アーティスト・トーク 

（内尾和正） 
8月28日 20人 
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主要な事務事業 内          容 

美術考古館企画展

等開催事業 

２ 「根岸芳郎展（1970-2016 その旅立ちと現在）」 

   ９月１７日～１１月６日 

 関連イベントの開催 

イベント名 開催日 参加人数 

アーティスト・トーク 9 月 17 日 29人 

ミュージアム・コンサート 

懐かしの映画音楽 
9 月 30 日 55人 

アーティスト・トーク 10 月 2 日 14人 

木下長宏（美術評論家）・根岸芳郎 

対談 
10 月 9 日 25人 

ミュージアム・コンサート 

ジャズ・ライブ 
10 月 16 日 33人 

アーティスト・トーク 11 月 3 日 60人 

ミュージアム・コンサート 

ジャズ・ライブ 
11 月 3 日 84人 

 

３ 「姉妹都市アーティスト展 大竹夏紀（富岡）」 

  ２月７日～３月２６日 

関連イベントの開催 

イベント名 開催日 参加人数 

アーティスト・トーク 3月4日 35人 

ろうけつ染めを体験しよう 3月4日 9人 

 

４ 「姉妹都市関連展示 雛のつるし飾り（東伊豆）」 

   ２月１８日～３月２５日 

５ 「第２４回岡谷市内小学校児童版画展」 

２月１１日～３月１２日 

イベント名 開催日 参加人数 

児童版画展表彰式 3月12日 79人 

(1,298,743円) 

図書館管理事業 図書館の施設、設備の維持管理を行った。 

 ・気中遮断器交換更新工事       ６６９，６００円 

 (43,445,802円) 
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主要な事務事業 内          容 

図書資料等貸出 

事業 

１ 図書資料の受入 

区分 購入数 寄贈等数 購入金額 

図 書 4,286冊 627冊 7,511,617円 

保育園、幼稚園 

親子文庫用図書 
725冊 0冊 960,337円 

紙芝居 6冊 0冊 10,992円 

受入合計 5,644冊 8,482,946円 

新 聞 12種 5種 
989,003円 

雑 誌 68種 12種 

２ 視聴覚資料購入 

   ＤＶＤ･ＣＤ購入  ３０本 ３１９，６９３円 

 (9,925,516円) 

読書普及活動事業 １ 子ども読書活動推進会議  

   ９月１日、１月１２日、３月３日開催 

２ おはなしの森等 

行 事 実 施 参加人数 

おはなしの森 

ちいさなおはなしの森 

日曜日のちいさなおはなし

の森 

毎週土曜日 

毎月第３火曜日 

日曜日 ５回 

 

７０４人 

春だよ！スペシャル 

スタンプラリー 

１回 

4/23～5/29 
４６人 

夏休み特集おはなしの森 ２回 ９人 

こわ～いおはなしの森 １回 １６人 

クリスマス特集 １回 ５７人 

３ 「うち読でエコ読」事業  

・広報への掲載、うち読本コーナーの設置 

４ ファーストブックプレゼント事業 

 ・配布数 ３４８冊                

５ 子ども工作教室 ７月３０日、１月２８日 

参加人数延べ ９１人 

６ としょかん子ども読書まつり １０月２９日、１０月３０日 

・関係１４団体と協力 ２日間   参加人数延べ ６６０人 
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主要な事務事業 内          容 

読書普及活動事業  ７ としょかんキッズ（１日図書館員） 夏休み、春休み 

・小学４年生から高校生対象     参加人数延べ １３人 

８ おやこルームの開設  

・会議室の空いている時間を開放      利用者 ４４人 

９ 職員派遣等による普及活動 

・乳幼児学級、乳幼児サークル、１０ヶ月健診での読み聞かせ 

10 子ども読書会議 ８月４日 

・７小学校の図書委員、中学生  参加人数 ２６人 

11 ぬいぐるみのおとまり会 １１月１９日 参加人数 ３３人 

12 まちかど図書館事業 

・市内公共施設に設置（ロマネット、諏訪湖ハイツ、生涯学習活動センタ

ー、勤労青少年ホーム、市役所ロビー、市民総合体育館、美術考古館） 

出張まちかど図書館（確定申告会場） 

13 図書リサイクル事業（読書サークル協議会との協働事業） 

   １０月２日 

 ・来館者延べ ２４３人   リサイクル図書数 ３，２１５冊 

14 本の福袋 １月４日～２２日 

15 読み聞かせ講座・講演会（おはなしだいすきポポーの木事業） 

 ・講座 ７月９日、１２月３日   参加人数延べ  １１１人 

 ・読み聞かせ実演講座 ９月３日   参加人数    ５４人 

   (308,760円) 

 

図書館情報ネット

ワークシステム 

管理事業 

諏訪地域公共図書館情報ネットワークシステムの維持管理を行い、また、

平成２９年度４月の更新作業を進めた。 

(4,143,026円) 

 

生涯学習館運営 

事業（各種学級・ 

講座） 

１ 輝く子育て支援学級 

 ・５月２７日～１０月２８日 １６回 参加人数延べ ３６０人 

 

２ 保育園･幼稚園家庭教育学級 

保育園、幼稚園毎に学級を設け保護者等を対象に開設 

・神明保育園ほか６園（市立）１４回 

参加人数延べ１，３９９人 

・聖ヨゼフ保育園岡谷（私立）２回  参加人数延べ    ３９５人 

 ・聖母幼稚園ほか２園（私立）６回  参加人数延べ   ３８７人 
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主要な事務事業 内          容 

生涯学習館運営 

事業（各種学級・ 

講座） 

３ 小学校家庭教育学級 

小学校毎に学級を設け保護者等を対象に開設 

・神明小学校ほか３校     １２回  参加延べ人数１，０７７人 

４ キッズクラブ（子ども学級） ～岡谷の自然たんけん隊～ 

５月２８日・７月２日・８月２日・９月１０日 

１２月１０日・１月２９日 ６回 参加人数延べ  ５４人 

５ おとうさん講座 

・写真撮り方講座 

７月２２日～８月１９日        参加人数 ３０人 

 ・おはなしファミリー劇場（朗読・教育ビデオ上映） 

３月２５日              参加人数 ３０人 

６ 世代間交流講座 

・８月１１日 「伝統工芸水引で金魚を作ろう！釣り大会」 

参加人数 ２１人 

・１月２９日「みーんなで遊ぼう！むかしのあそび」 

参加人数 １１人 

７ 季節の教養講座 

講座名 期 間 回数 延人数 

初めてでも楽しめる！ 

スポーツ吹き矢 
4 月 20 日～5月 11 日 3回 42人 

ママ向け骨盤バランス講座 5 月 29 日～6月 20 日 6回 48人 

多文化の食卓 7 月 2日～9月 3日 3回 34人 

自分で作る革製品 7 月 5日～7月 26 日 3回 33人 

ポーセラーツ体験講座 9 月 21 日～10月 5日 3回 9人 

季節の料理講座 10 月 12 日～12月 14 日 3回 63人 

筆文字で描く年賀状 

（わくわく書） 
12 月 5 日～12月 19 日 3回 58人 

防災対策を学ぶ 

ｼﾆｱ向けｽﾏｰﾄﾌｫﾝ教室 
2 月 15 日 1回 20人 

メークアップ・ワーク 

ショップ 
3 月 5日～3月 19 日 3回 34人 
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主要な事務事業 内          容 

生涯学習館運営 

事業（各種学級・ 

講座） 

８ ヤングカレッジ（青年層向け講座） 

 ・手作りお香講座 

６月１５日～６月２９日  ３回  参加人数延べ  ２５人 

・山梨学院ワイン講座ｉｎ岡谷 

   １１月５日        １回  参加人数延べ  ２０人 

９ 市民大学ともまなび講座 

基本テーマ『スポーツの楽しみ方』 

・スポーツを通じた地域振興 

山梨学院大学経営情報学部准教授   長倉 富貴 先生 

  ６月２５日        参加人数      １９人 

・駅伝と学生競技者 

  山梨学院大学スポーツ科学部教授 

陸上競技部監督     上田 誠仁 先生 

７月２３日        参加人数     ２０人 

・実況アナウンサーが語るスポーツ観戦の楽しみ方 

元ＹＢＳ山梨放送アナウンサー    平賀 正友 先生 

１０月１０日        参加人数     １４人 

・スポーツをもっと楽しむための体づくり①、② 

山梨学院大学スポーツ科学部教授    三本木 温 先生 

１０月２２日       参加人数     １３人 

１１月２６日        参加人数     １２人 

10 生涯学習大学 

 ・家庭を火災から守る 

   諏訪東京理科大学工学部教授   須川 修身 先生 

   ２月４日              参加人数     ３人 

 ・信濃の国におけるまちの起源と成長物語 

   信州大学教育学系教授      石澤 孝  先生 

   ３月１１日             参加人数    １１人 

11 いちい学級 

・６月２日～１１月２４日 １６回  参加人数延べ ５０３人 

12  人権教育（いちい学級での１０月１３日講座 再掲） 

・１０月１３日 （４館合同開催）  参加人数延べ  ６２人 

13 託児事業 

 ・輝く子育て支援学級、季節の教養講座等に伴う託児を行った。 

                   受入人数延べ ２７０人 
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主要な事務事業 内          容 

生涯学習館運営 

事業（各種学級・ 

講座） 

14 共催事業（生涯学習館で活動中のグループ等との共催） 

・「茶の湯グループ」と共催「初心者向け茶道入門講座」 

５月１１日～６月１５日 ４回   参加人数延べ   ４３人 

 ・「岡谷堅香子の会」と共催「たのしく学べるおはなし講座」 

  ６月１１日～７月９日  ３回   参加人数延べ  ３４人 

・「オリオン天文同好会」と共催「初心者向け星空観測入門講座」 

   ７月２１日～８月４日  ３回   参加人数延べ  ３３人 

・「岡谷映像サークル」と共催「ビデオ作品上映会と岡谷市懐かしの映像

スライドショー」  

９月１７日       １回   参加人数    ４０人 

・「歌月会」と共催「百人一首カルタ大会」 

   １月７日        １回   参加人数    ２７人 

・「未来山脈めぐみ会」と共催「初心者向け口語短歌入門講座」 

   １月１２日～３月２日  ５回   参加人数延べ  ２４人 

15 ホリデイスクエア事業 

 ・オカリナ・コカリナ・樹音 交流演奏会 

   ７月３日             参加人数  １３０人 

・ウクレレサマーコンサート 

  ８月７日             参加人数  １２０人 

・あひるコーラスコンサート 

  ９月２０日            参加人数  １２０人 

・カノラータオーケストラコンサート 

  １０月２３日           参加人数   ６０人 

・おかや音楽協会  

歌魂（うただま）クリスマスコンサート 

  １２月１８日           参加人数  １００人 

・休日のジャズコンサート          

２月１１日            参加人数    ８０人 

16 ロビー展事業 

・７グループ参加  各６日～２１日間展示 
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主要な事務事業 内          容 

生涯学習館運営 

事業（各種学級・ 

講座） 

17 文化祭 

行 事 名 期 間 参加人数 

第１１回岡谷演劇祭 11月18日～20日 約750 人 

第５０回岡谷展 11月10日～13日 1,917 人 

市民作品展 
10月28日 

～10月30日 
1,716 人 

第７３回市民音楽祭 11月3日 約1,900 人 

第４４回市民朗吟の夕べ 11月3日 約120 人 

第４５回市民舞踊祭 11月6日 300 人 

第３５回市民伝統音楽芸能祭 11月8日 320 人 

18 学習グループの育成     １１８グループ １，７５０人 

 (2,505,560円) 

生涯学習館管理 

事業 

乳幼児から高齢者までが集い、学ぶための施設である生涯学習館の維持、

管理を行った。 

１ 生涯学習館の施設運営管理業務（窓口業務等）について民間委託を実施

した。          ８，１５４，０００円 

２ 生涯学習館の適正な管理、施設の整備を実施した。 

・ダンス音楽室パーテーション修繕工事（第１期） 

２３６，５２０円 

 (12,685,380円) 

子育て土壌育成 

事業 

１ 地域子（己）育てミニ集会 

 親が子どもと共に成長し、子どもの発達段階に即した子育てを進める

ため、全市的に「地域子（己）育てミニ集会」を推進した。 

・開催回数                 延べ６２１回 

 ・参加人数              延べ１９，５１９人 

 

２ 地域子（己）育てサポーター連絡協議会（サポーター ５４人） 

 ・通常総会 ４月２６日 生涯学習活動センター  参加人数  ４２人 

・第１回情報交換会、研修会 

 ６月２８日 生涯学習活動センター  参加人数  ３２人 

・第２回情報交換会、研修会 

       １１月２５日 生涯学習活動センター 参加人数 ２５人 

・第３回情報交換会  

３月 ３日  市民ミーティングルーム 参加人数 ３３人 

・役員会  ４回開催 
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主要な事務事業 内          容 

子育て土壌育成 

事業 

３ 乳幼児親子ふれあい事業補助金 

各区等で乳幼児を持つ親と子育てを終えた方々との交流や、子育て中

の親等が自主的に作ったグループが、子育ての悩みや育児不安の解消の

場として「乳幼児親子ふれあいの集い」を開催するための助成を行った。 

・各区乳幼児親子ふれあいの集い ２１グループ 

・育児サークル          ８グループ 

(450,000円) 

環境浄化・青少年

非行防止活動事業 

１ 少年愛護センターでは、青少年の非行防止を図り、心身ともにたくまし

く健やかな青少年の育成を目標に、愛護パトロールにより愛護指導を計

画的に実施した。 

〔活動状況〕 

 ・実施日数                          １０７日 

 ・従事委員数                      延べ ３０９人 

 ・声かけした子どもの数                延べ １５４人 

２ 「青少年への温かい思いやりの精神」を持って“愛の声かけ”運動を進

めた。 

３ 深夜パトロールを実施した。 

  ７月６・８日 午後８時～午後９時３０分 

    参加人数 １２人 

４ 青少年に有害な社会環境を排除するために環境チェック活動、環境実

態調査を実施した。 

５ コンビニ、ビデオレンタル店、カラオケボックス、酒の自動販売 

機等について全市的に調査を行い、その結果をもとに関係業者へ自主的

規制等協力依頼を行った。 

６ 青少年健全育成協力依頼 

  カラオケボックス、酒類販売店等に青少年健全育成協力店のステッカ

ー貼付を行った。 

   (1,147,525円) 

青少年活動育成 

支援事業 

１ 青少年問題協議会 

青少年の指導、育成、保護等に関する総合的施策の樹立及び実施のため

会議を開催した。 

    ・幹事会  １回 

    ・協議会  １回 
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主要な事務事業 内          容 

青少年活動育成 

支援事業 

２ 岡谷市子ども会育成連絡協議会支援事務（市内２０地区子ども会育成

会組織） 

「子どもの手による子ども会」をめざして活動を実施した。 

・全国子ども会安全共済会加入者 

幼児、小・中・高校生等     加入者数 ４，９８８人 

・応急手当講習会 

 ６月２５日 岡谷消防署       参加人数  １６人 

・県外研修事業 

８月２７・２８日 焼津青少年の家 

  参加人数  １９人 

・子ども会新理事事前研修会 

３月２日 生涯学習活動センター   参加人数  ２３人 

・「子ども会だより」発行          

・岡谷市リーダーズ倶楽部事業 

      中学１年生から高校３年生で組織し、わんぱくアドべンチャー・通学

合宿などの野外体験活動や、クリスマス会の企画、運営、清掃奉仕活

動、夏休み子ども交流事業の協力参加等を行う中で、小学生を指導し、

また楽しませることにより、自分たちの資質の向上、豊かな人間性の

形成を図った。 

登録人数  ６４人 

 

３ 輝けおかやっ子ＧＯＧＯチャレンジ事業 

 ・わんぱくアドベンチャー       参加人数 １２７人 

６月１０日～１２日  阿南少年自然の家  

野外炊飯、ウォークラリー、キャンプファイヤー、ディベート、 

講座等、子どもたちが普段体験できない活動を学校や学年の枠を 

超えて行った。 

 ・第５２回岡谷市少年スポーツ大会 参加人数 中学生１２９人 

１１月６日 市民総合体育館 

種目 バスケットボール 

中学生が地区別対抗のスポーツ大会を通して、地域の友だちと 

交流することで、仲間意識や友情を深めた。 
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主要な事務事業 内          容 

青少年活動育成 

支援事業 

・通学合宿（エンジョイ＆ＧＯスクール） 

９月２９日～１０月１日        参加人数１０７人 

場所 塩嶺野外活動センター             

     平日に、学校が終わって自宅に帰るのではなく、施設で子どもたち

が一緒に生活しながら、学校に通学し、家庭や学校で   普段体験

できない活動等をみんなで決めて実施することにより、仲間づくり

を行った。 

４ 夏休み子ども交流事業    

  ８月２・３日 東伊豆町訪問        参加人数７４人 

   東伊豆町小学５年生と岡谷市の小学５・６年生が、伊豆アニマルキン

グダムの見学、稚魚放流体験、磯遊び体験などのほか、リーダーズ倶楽

部の協力の下、レクリエーションなどを通して交流することにより、姉

妹都市の子どもたちの仲間づくりを行った。 

(1,395,060円) 

塩嶺野外活動 

センター管理事業 

市内の児童・生徒が、自然環境の中で野外活動や宿泊を通して、豊かな情

操と心身の健全育成を図るための生涯学習活動施設としての運営を行っ

た。また漏水や送水ポンプの修繕を行った。 

一般市民や県内外からの利用者も多く、自然に親しむことで心身のリフ

レッシュを図るための場としても利用された。 

開設期間  ５月１日～１０月３１日 利用者数２，０３６人 

  （6,559,767円） 

繰越明許費、雨氷被害による支障木伐採等委託業務を実施した。 

      (864,000円) 

湊公民館管理事業 生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した学

習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。また施設の適切な維

持管理を行った。 

１ 輝く子育て支援学級 

  ６月１日～１１月１６日  １６回  参加人数延べ  ２０７人 

２ 保育園家庭教育学級 

保育園に学級を設け保護者を対象に開設 

 ・みなと保育園        ２回 参加人数延べ １６０人 

３ 小学校家庭教育学級 

小学校に学級を設け保護者を対象に開設 

  ・湊小学校           ４回 参加人数延べ ２３６人 
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主要な事務事業 内          容 

湊公民館管理事業 ４ 第１５回子ども学級 

  山っ湖学級（イカダ作り、飯ごう炊さん等） 

  ７月２８日～８月４日      ３回 参加人数延べ  ６６人 

５ いちい学級 

  ５月２０日～１１月２５日   １６回  参加人数延べ ５８５人 

６ 生活講座 

・俳句入門講座 

 ５月２７日～１２月２日    ４回 参加人数延べ  ３３人 

・女子プロ選手が教えるキックボクシング講座 

   ８月２４日～９月１４日   ４回 参加人数延べ   ３８人 

・陶芸やきもの入門講座 

 ９月２７日～１０月１８日  ３回 参加人数延べ  ４０人 

・切り絵入門講座 

 １０月２６日～１１月４日  ２回 参加人数延べ  ２８人 

・フラダンス入門講座 

 １１月２１日～１２月５日  ３回 参加人数延べ  ３５人 

 

７ 読書活動推進事業 

  登録者数 ４９５人  貸出数 ６，３０８冊 

   ・紙バンド工作講座 

夏期 ８月１日～１０日   ７回 

参加人数延べ   ８人 

冬期１２月８日～１３日   ４回   

参加人数延べ １０人 

 

８ 学習団体育成支援 

・湊公民館学習グループ  ２０グループ 

・湊地区文化祭１１月１２日～１３日  

参加人数延べ ３８０人 

９ 公民館施設整備工事 

   ・湊公民館ガス管入替工事   ２９６，６７６円   

(4,967,731円) 
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主要な事務事業 内          容 

川岸公民館管理 

事業 

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した学

習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。また、施設の適切な

維持管理を行った。 

 

１ 輝く子育て支援学級 

  ５月２６日～１０月２７日 １６回 参加人数延べ  １８５人 

２ 保育園家庭教育学級 

 保育園毎に学級を設け保護者・児童を対象に開設 

・川岸保育園、つるみね保育園、夏明保育園 ７回 

     参加人数延べ  ３９９人 

３ 小学校家庭教育学級 

小学校に学級を設け保護者・児童を対象に開設 

・川岸小学校     ４回    参加人数延べ １，２８２人 

４ 子ども学級 

・縄文時代の生活体験で遊ぼう～まが玉作り＆野外体験～ 

８月２日、７日 ２回      参加人数延べ    ４０人 

 ・夏の思い出に～ヌーベル梅林堂のアイスにトッピング＆工場 

見学 

  ８月２８日 １回      参加人数延べ    １６人 

５ いちい学級 

    ５月２７日～１１月４日 １６回 参加人数延べ ３１０人 

６ 生活講座 

  ・親子＆ジュニア３Ｂ体操無料体験会（親子の部） 

    ５月１１日、２５日 ２回  参加人数延べ     １５人 

  ・親子＆ジュニア３Ｂ体操無料体験会（ジュニアの部） 

    ５月１２日、２６日、６月９日 ３回  参加人数延べ  ２１人 

  ・マタニティーヨーガで元気な赤ちゃんを！ 

６月２６日 １回      参加人数延べ        ７人 

  ・「３Ｂ体操」でリフレッシュ＆ダイエット 

    ７月１日、１５日、２２日 ３回 参加人数延べ  １４人 

・夏野菜を食べて暑い夏を乗り切ろう！～野菜ソムリエから教わる 

お料理教室～ 

   ７月１８日 １回       参加人数延べ      ２４人 

・初心者大歓迎 上達間違いなし！ゴルフレッスン 

   １０月１日、８日 ２回    参加人数延べ      １２人 
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主要な事務事業 内          容 

川岸公民館管理 

事業 

  ・もうすぐクリスマス 自分だけのクリスマスケーキを作ろう 

   １２月１０日 １回       参加人数延べ   １９人 

 ・味噌ソムリエから教わる「味噌作り」講座 

    １月２１日 １回       参加人数延べ   １５人 

  ・本場の台湾家庭料理を満喫！ 

    ３月１８日 １回       参加人数延べ    ９人 

７ 読書活動推進事業 

    登録者数  ７１５人  貸出数 ３，７４１冊 

８ 学習団体育成支援 

   ・川岸公民館学習グループ ２０グループ 

・川岸地区文化祭 作品展  １０月１５日～１６日  ２４２人 

芸能祭  １１月１３日        ２６７人 

９ 公民館施設整備工事 

  ・避難誘導灯取替工事   ５９４，０００円 

 (5,562,534円) 

長地公民館管理 

事業 

生涯学習を通じて幅広い知識を得られるよう、市民のニーズに即した学

習機会を提供し、生涯学習の充実と利用促進を図った。また、施設の適切な

維持管理を行った。 

１ 輝く子育て支援学級 

  ５月２４日～１１月１５日 １６回  参加人数延べ ２３２人 

２ 保育園家庭教育学級 

保育園（幼稚園）毎に学級を設け保護者を対象に開設 

・長地保育園、東堀保育園、横川保育園、ひまわり保育園 

７回 参加人数延べ  ９８６人 

３ 小学校家庭教育学級 

小学校毎に学級を設け保護者を対象に開設 

・長地小学校・上の原小学校 ９回参加人数延べ１，５８０人 

４ 第１５回子ども学級 

  ・夏休み子ども学級 

  ８月２・３日        ２回 参加人数延べ  ３８人 

５ いちい学級 

 ６月３日～１１月１１日 １７回 参加人数延べ    ９４４人 
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主要な事務事業 内          容 

長地公民館管理 

事業 

６ 生活講座 

・鍛金の七宝焼きでマイおちょこを作ろう！ 

６月１０・１７・２４日 ３回 参加人数延べ  １８人 

・ゆったりヨーガ 

９月１６・２３日、１０月７・１４日、１１月１１・１８日 

             ６回 参加人数延べ  ９３人 

・孫に自慢できる！おじいちゃんのごはん講座 

１０月１７日、１１月２日 ２回 参加人数延べ １３人 

・チョークアートに挑戦してみよう！！ 

１１月１８日       １回 参加人数延べ １０人 

・はじめての台湾家庭料理 

１月１７・２４・３１日、２月１４日 

 ４回 参加人数延べ ２８人 

・キムチソムリエが教える白菜キムチ作り！ 

２月１３日        １回 参加人数延べ ２０人 

７ 読書活動推進事業 

  登録者数 ７０１人  貸出数 ９，７９８冊 

８ 学習団体育成支援 

 ・長地公民館学習グループ ４６グループ 

 ・新規学習グループ 

  「ゆったりｙｏｇａ」    （生活講座より） 

「スーちゃんの台湾家庭料理」（生活講座より） 

 ・長地地区文化祭  １０月２２日・２３日   ３２１人 

      芸能祭  １０月２９日       ２０５人 

９ 公民館施設整備工事 

  ・避難誘導灯取替工事        ６１５，６００円   

  ・ＦＦ式石油暖房機取替工事    ６２１，９６０円 

                              (7,632,553円) 
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第３【スポーツ振興課】 

１ 概説 

スポーツ振興課では、第４次岡谷市総合計画後期基本計画に対応する体育・スポーツ分野の

個別計画として、平成２６年度に策定した「岡谷市スポーツ推進計画」のもと、子どもから

大人まですべての市民がスポーツを好きになり、生涯にわたってスポーツに取り組み、スポ

ーツを通じて地域が一体化し、活気溢れるまちづくりを推進できるよう、各種事業を実施し

た。 

市民ひとり１スポーツの実現では、ライフステージに応じたスポーツ活動を推進するた

め、スポーツ団体等と連携しながら、スポーツ教室・大会をはじめとする多様なスポーツ機

会の充実を図った。 

競技力の向上では、競技力向上のためのスポーツ教室・大会を開催するとともに、全国的

な舞台で活躍できる選手の育成支援並びに、スポーツ指導者の養成を推進した。また、岡谷

市民総合体育館で第３７回北信越国民体育大会バドミントン競技が開催された。 

子どものスポーツ機会の充実では、学校体育活動をはじめ、おかやキッズ体力アッププ

ログラム事業など、成長期に合わせた体力向上策を推進するとともに、スポーツを行うきっ

かけづくりのため、多様なスポーツ機会の充実を図った。 

スポーツによるまちづくりでは、恵まれた施設や環境を活用し、スポーツを通じた家庭

や地域の交流を推進するとともに、本市ゆかりのスケート、バレーボールによるまちづくり

の推進と、エースドッジボールの普及促進を図った。 

スポーツ環境の整備・充実では、安全で快適なスポーツ活動に取り組めるよう、施設整備

や指定管理者による適切な管理運営に努めるとともに、施設の有効活用の推進に努めた。 

 

２ 実績総括 

主要な事務事業 内            容 

スポーツ推進委員

活動支援事業 

スポーツ推進委員（１３人）によるニュースポーツの普及や、市民の

スポーツ推進のための行事や事業への協力、障がい者のスポーツニーズ

の把握、また総合型地域スポーツクラブが行う高齢者向けスポーツ事業

の「いきいき高齢者スポーツ推進事業」に連携し取り組んだ。 

・ニュースポーツ講習会 １回 

・体力・運動能力調査 ９月実施 

・県スポーツ推進委員研究協議会 １回参加 

・おかやファミリースポーツプログラム等への協力  ５回 

・いきいき高齢者スポーツ推進事業 

いきいきピンポン＆ニュースポーツ交流会への協力 １回 
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主要な事務事業 内            容 

陸上競技場管理 

事業 

 市営陸上競技場の利用者が安全・快適に利用できるよう、施設の適正

な管理に努めた。また、公認継続に必要な施設・備品整備等の事前調査

を実施した。 

・市営陸上競技場整備委託業務        (100,000 円) 

・市営陸上競技場公認継続事前調査手数料     (13,940 円) 

やまびこ国際スケ

ートセンター管理

事業 

岡谷市やまびこ国際スケートセンターの管理を、指定管理者である株

式会社やまびこスケートの森が行った。 

・やまびこ国際スケートセンター指定管理料 (76,053,000 円) 

・冷凍機エンジン修繕            (4,097,520 円) 

学校体育施設開放

管理事業 

 学校体育施設の利用者が安全・快適に利用できるよう適正な管理運営

を行った。 

 ・市内小中学校体育館、校庭等       （1,090,034 円） 

スポーツ施設管理

事業 

 市営岡谷球場・岡谷市民湖畔広場・岡谷市民川岸スポーツ広場・岡谷

市民総合体育館・岡谷市営庭球場・岡谷市民水泳プールの管理を、指定

管理者であるシンコースポーツ株式会社が行った。 

 ・スポーツ施設指定管理料          (109,649,000 円) 

 ・市民水泳プール水昇温ボイラー修繕工事  （1,263,600 円） 

・市営庭球場人工芝修繕工事         （498,960 円） 

アイスアリーナ 

維持事業 

岡谷市やまびこアリーナの利用者が安全・快適に利用できるよう施設

の適正な管理を行った。                       

・床面改修工事              (4,946,400 円) 

スポーツ振興事業 岡谷市教育委員会主催大会及び長野県エースドッジボール協会主催大

会、各種スポーツ教室を(公財)岡谷市体育協会に委託し開催した。 

また、運動嫌いな子どもを無くすための教室「おかや小学生体育塾」、

現在行っているスポーツの競技力向上を目指し、身体能力の向上や食育

など総合的に指導を行う「ジュニアアスリートのためのパフォーマンス

アップ教室」、いろいろなスポーツを家族で体験しスポーツをするきっか

けづくりの場を提供する「おかやファミリースポーツプログラム」、小学

校１・２年生の学校体育授業に専門指導員を派遣し、遊びを通じて運動

能力の向上を図る「かがやけ おかやキッズ体力アッププログラム事業」

を実施した。 

 

１ スポーツ大会（主催大会） ５８大会 

（１）各区対抗体育大会 １１競技 参加者１，３５６人 

 （２）市民スポーツ普及大会 ３７大会 参加者８，１７４人 

 （３）競技力向上大会 １０大会 参加者１，９３２人 
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主要な事務事業 内            容 

スポーツ振興事業 ２ 長野県エースドッジボール協会主催大会 ３大会 

参加者１，０７８人 

３ スポーツ教室（主催教室） 

 （１）少年スポーツ教室 ９種目１０教室  

 （２）女性スポーツ教室 ２種目２教室   

 （３）一般スポーツ教室 １種目１教室  

 （４）市民全般スポーツ教室 ４種目４教室  

（５）託児付きスポーツ教室 ３種目３教室 

４ おかや小学生体育塾 

  前期・後期 各２クラス 全１０回ずつ 

５ ジュニアアスリートのためのパフォーマンスアップ教室 

  １クラス全１５回 

６ おかやファミリースポーツプログラム 

体験型スポーツイベント 全４回 

７ かがやけ おかやキッズ体力アッププログラム事業 

  小学校１・２年生 ３１クラス 各クラス年６回派遣 

  指導者講習会 小学校７校にて各１回実施 

スケートの 

まちづくり事業 

スケートの普及や競技力向上を図るため、各種スケート教室や初心者

から全国大会を目指すレベルまでを対象としたスケート教室を実施した

ほか、ファミリースケートデーとしてリンクの無料開放を行った。 

 （１）多種目スケート教室 ４種目４教室 

 （２）おかやスピードスケートトータルサポートクラブ 

・初心者～上級者コース 全３６回 

・アスリートコース   全５６回 

（３）諏訪地方スケート大会合同練習会 全３回 

（４）親子で氷上運動会 全１回 

（５）ファミリースケートデー 全４回 入場者５０７人 

バレーボールの 

まちづくり事業 

第１５回岡谷カップ・フレンドシップバレーボール大会や教室等を開

催し、バレーボールの普及、競技力向上に努めた。 

・第１５回岡谷カップ・フレンドシップバレーボール大会 

 （１）ソフトバレーボールの部 参加者２１チーム １１１人 

 （２）ママさんバレーボールの部 参加者８チーム ８１人 

 （３）高校生男子の部 参加者１２チーム １５８人 

（４）高校生女子の部 参加者３２チーム ３７８人 

（５）中学生の部 参加者２７チーム ２９８人 
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主要な事務事業 内            容 

バレーボールのま

ちづくり事業 

（６）小学生の部 参加者４８チーム ４９０人 

・中学生男子バレーボール教室 ２６人 

・中学生女子バレーボール教室 ４２人 

・小学生バレーボール教室 ６１人 

 

 

第４【冬季国体推進室】 

１ 概説 

第７２回国民体育大会冬季大会は、平成２９年１月２７日から１月３１日にスケート競

技は長野市、アイスホッケー競技は岡谷市と軽井沢町で開催され、２月１４日から２月１７

日にスキー競技は白馬村で開催された。 

冬季国体推進室では、アイスホッケー競技を長野県・軽井沢町・日本アイスホッケー連盟

及び長野県アイスホッケー連盟や関係団体等と連携し、やまびこスケートの森アイスアリ

ーナにおいて開催し、全国から２１チーム３５０名の選手及び監督等が訪れ、合計２２試合

を実施した。 

なお、市からは、競技・宿泊・輸送交通・歓迎接待等全般を行なうため「第７２回国民体

育大会冬季大会アイスホッケー競技会岡谷市実行委員会」に対し、負担金を交付し、スムー

ズな運営に努めた。 

 

第２ 実績総括 

主要な事務事業 内            容 

冬季国体開催事業  第７２回国民体育大会冬季大会を開催するため第７２回国民体育大会

冬季大会アイスホッケー競技会岡谷市実行委員会へ負担金を交付した。 

 また、既存のアイスホッケー得点板では、競技運営に支障が生じること

から、新たにアイスホッケー得点板をスポーツ振興くじ助成金を活用し設

置した。 

 事業運営では、全国から参加する選手及び監督等が競技に専念できるよ

う、競技役員やボランティア等と連携し、円滑な競技運営に努めた。 

・冬季国体アイスホッケー競技会負担金    （6,249,670 円） 

 ・アイスアリーナ得点板表示システム設置工事（5,292,000 円） 

【公式練習参加状況】 

１月２５日（水）  ３チーム 

１月２６日（木） １１チーム 

【種目及び参加人数】 

成年男子  ８チーム １３６人 

少年男子 １３チーム ２１４人 
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主要な事務事業 内            容 

冬季国体開催事業 【試合数】 

種目 1/27(金) 1/28(土) 1/29(日) 1/30(月) 1/31(火) 

成年男子 1 回戦 

(4 試合) 

2 回戦 

(1 試合) 

   

少年男子  1 回戦 

(5 試合) 

準々決勝 

(4 試合) 

準決勝 

(2 試合) 

順位決定戦 

(4 試合) 

決勝戦 

(1 試合) 

3 位決定戦 

(1 試合) 

試合数 4 試合 6 試合 4 試合 6 試合 2 試合 

 

【入場者数】                     （人） 

1/27(金) 1/28(土) 1/29(日) 1/30(月) 1/31(火) 合計 

1,496 1,935 1,313 1,631 778 7,153 

 

【市内小学校観戦者数】 

１月２７日（金） ３小学校 ３８１人 

１月３０日（月） ４小学校 ４１２人 

１月３１日（火） ２小学校 １６８人 

 

【ボランティアの活動人数】 

 岡谷市社会福祉協議会を通じ、ボランティアを募集したところ、６１

名の申し込みがあった。各日の活動人数は以下のとおり。 

                          （人） 

1/27(金) 1/28(土) 1/29(日) 1/30(月) 1/31(火) 合計 

13 13 13 39 39 117 
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第５【各施策の評価】（教育部門に係る施策評価の抜粋） 

 岡谷市では、行政評価として毎年、第４次岡谷市総合計画に掲げる基本目標

ごとに施策評価を行い、市ホームページを通じて毎年公表しています。 

この内、平成２８年度の教育部門に係る施策評価の概要は次のとおりです。 

 

施策名 10-1 学校教育の充実 

主な施策の内容 ①学習環境の整備、②教育施設などの整備、③児童・生徒の育成、 

④学校・家庭・地域との連携、⑤高等学校以上の教育 

施策の目的 子どもたちの心身の発達を助長し、知識の習得と豊かな人間性を育て

る。 

施策の現状評価 ・子ども総合相談センターを中心に関係機関と連携した予防対策の取り

組みにより、決め細やかな対応ができ、いじめ、不登校の児童生徒数

も、ほぼ横ばいで推移している。 

・小中学校の耐震化工事は、平成２８年度の岡谷西部中学校で完了し

た。 

 

 

施策名 10-2 青少年の健全育成 

主な施策の内容 ①子育て土壌づくりの支援、②地域における健全な環境づくり、 

③青少年活動の推進 

施策の目的 家庭、学校、地域などが連携して取り組むことにより、未来を担う青少

年が自主性と社会性を備え、心身ともに成長する。 

施策の現状評価 ・学童クラブは利用拡大の制度改正から２年目となり、各学校におい

て安全安心な運営がされた。岡谷市独自の放課後子どもの居場所づく

り事業では、多くの地域住民の協力により多彩な活動が展開された。

地域子（己）育てサポーター連絡協議会では、研修を充実させるなど

改善が図られ活動の幅が拡がった。児童生徒の健全育成では姉妹都市

交流や通学合宿などの宿泊事業を通じてリーダーズクラブを中心に子

ども同士の交流が進められた。 
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施策名 10-3 社会教育の充実 

主な施策の内容 ①学習活動への参加促進と学習機会の充実、②生涯学習推進基盤の整備 

施策の目的 生涯学習を通じて学ぶことができるよう、楽しみながら参加し、自らを

高めることができる環境づくりや学習機会をより一層充実させ、学習ニ

ーズへの対応を図ることにより、生涯学習活動への自主的な参加を促進

する。 

施策の現状評価 ・生涯学習館をはじめ３地区公民館において、地域の特色を生かした

学習活動が推進されている。しかし、学習グループの高齢化が進み解

散するグループが見られる。 

・放課後子どもの居場所づくり事業では、学校ごと独自の運営方法に

より児童の学びや遊びの場が設けられ、多くの地域住民が参画し高齢

者の生きがい対策にもなっている。 

・図書館では、さまざまな行事イベントが開催され読書活動の推進に

努めている。 

 

 

施策名 11-1 文化・芸術の振興 

主な施策の内容 ①文化施設の整備、活用、②文化活動の促進支援 

施策の目的 芸術や伝統文化、歴史など市民が身近に接し、特色ある芸術文化を活発

に行うことができるよう環境整備を図る。 

施策の現状評価 ・美術考古館は、市民が心豊かなに学び集うことができる生涯学習の

成果を発信する場、郷土の芸術・文化・歴史を顕彰し、地域に開かれた

館、まちなかの賑わいや観光にも貢献できる施設として平成 25 年度に

移転整備開館したが入館者数にほぼ横ばいとなっている。 

・カノラホールは、工事等による休館等は無く通年使用できたこと、ま

たオペラ御柱の開催により入館者数は増となった。 

・蚕糸博物館は、平成２６年８月のリニューアルオープン当初、富岡製

糸場の世界遺産登録という追い風もあり入館者も順調に推移し、平成

２７年度は、大口の団体利用が多くあり入館者数も伸びたが、平成 

２８年度は、これらの大口の団体の利用が少なかったことにより入館

者数は減となった。 

・イルフ童画館は、平成２６・２７年度に実施した全国巡回展により武

井武雄の認知度や人気が高まっていることや、人気の高い企画展等の

開催により入館者数は増になった。 
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施策名 11-2 文化財の保護・活用 

主な施策の内容 ①文化財の調査・記録・保存、②文化財の展示、活用、 

③史跡公園の管理、活用、④岡谷市史の編集 

施策の目的 岡谷市の文化や産業の発展の礎となった遺跡の記録、保存を図るととも

に、地域に愛着と誇りをもつことができるようまちづくりに活用してい

く。 

施策の現状評価 ・各施設においてボランティアによる保存と活用が進められている。

旧林家住宅においては、ボランティアグループによる説明案内のほか、

生け花や掛け軸などの展示、お茶会などが行われた。旧渡辺家におい

ても郷土学習館のＮＰＯが来館者の説明のほか、地域の学びが推進さ

れている。 

・埋蔵文化財では「土師の会」が出土品をボランティアで整理するほ

か、広畑遺跡での発掘体験にも協力している。 

・指定文化財の保護保存では所有者が適切な維持管理に努め、行政が

経費の一部を支援している。 

 

 

施策名 11-3 スポーツの振興 

主な施策の内容 ①市民ひとり１スポーツの実現 ②競技力の向上 ③子どものスポーツ機

会の充実 ④スポーツによるまちづくり ⑤スポーツ環境の整備・充実 

施策の目的 生涯にわたりスポーツに親しみ、明るく豊かで健康的な生活を送ること

ができるよう、「市民ひとり１スポーツ」の実現のため、市民スポーツ

の一層の推進を図る。 

施策の現状評価 ・恵まれた施設環境のなかでスポーツ施設利用者数が前年度を上回り、

目標値を達成した。 

・国体出場は、種目・選手数ともに前年度を大きく上回った。 

・スポーツ少年団登録団数や団員数は、少子化やライフスタイルが多様

化するなかで伸び悩んでいる。 

・２８年度は、冬季国体開催によりコストが増加している。 

 


